
美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち

12
香美町広報
平成21年 12 月号
（第 57 号）

【写真】

冬の味覚の王者、到来！
松葉ガニ漁解禁（柴山港）

　セリ人の威勢よいかけ声が

響き渡り、仲買人の熱気に包

まれた柴山港で 11 月 6 日、

松葉ガニの初セリが行われま

した。

　この日競り落とされた雄ガ

ニの最高値は 11 万 220 円と

過去最高を記録。

　今年もカニ目当てに訪れる

多くの人の舌をうならせま

す。

今月号の主な内容
・第 4回香美町ふるさと教育交流会
・行政トピックス
　・人事行政の運営状況の公表
　・役場税務課からのお知らせ
　・兎塚・射添地区公民館で住民票の写し
　　などの交付申請取次ぎを開始
　・平成 22年度保育所（園）園児の募集　ほか
・まちの出来事　　　　　　            
・今昔物語
　( 別冊 けいじばん、いきいきカレンダー )

… P.  2 ～  3
… P.  4～ 13

… P.14 ～ 15
… P.16
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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
ふ

る
さ
と
を
愛
し
、
誇
り
を
持
ち
、

心
の
糧
と
し
て
た
く
ま
し
く
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
町
の
重
要

施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
ふ
る
さ
と
教
育
」。

　

11
月
15
日
、
子
ど
も
た
ち
の
ふ

る
さ
と
学
習
体
験
発
表
や
青
少
年

育
成
を
盛
り
込
ん
だ
「
第
４
回
香

美
町
ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会 

〜

香
美
町
青
少
年
育
成
町
民
集
会
・

子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
学
習
体

験
発
表
会
・
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ

ム
〜 

」
が
村
岡
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
交
流
会
で
は
、
地
域
の
歴

史
、
伝
統
、
文
化
、
産
業
な
ど
を

通
し
て
ふ
る
さ
と
を
学
習
し
て
い

る
小
中
学
生
が
そ
の
体
験
を
発

表
。
ま
た
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
続
け
て
い
る
兵
庫
県
立
香
住
高

等
学
校
、
町
外
か
ら
の
視
点
で
香

美
町
を
見
た
兵
庫
県
立
大
学
環
境

人
間
学
部
に
よ
る
活
動
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
そ
の
発
表
概
要
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

か
が
や
け
！　
　

っ
子

夢
と
温
か
さ
を
は
ぐ
く
み
…

第
４
回
香
美
町
ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会
を
開
催

香香
美美

　

村
岡
小
学
校
は
、「
村
岡
藩
山

名
子
ど
も
大
名
行
列
」
の
モ
デ
ル

と
な
っ
て
い
る
山
名
氏
や
城
下
町 

村
岡
を
知
ろ
う
と
、
史
跡
や
資
料

な
ど
を
使
い
学
習
し
ま
し
た
。

　

現
存
す
る
山
名
氏
の
墓
、
商
店

街
に
あ
る
家
紋
な
ど
を
訪
ね
歩
き

な
が
ら
、
城
下
町
を
想
像
し
た

り
、
古
地
図
に
今
の
道
路
を
重
ね

合
わ
せ
た
り
し
て
自
分
た
ち
の
住

む
地
域
の
移
り
変
わ
り
を
学
び
ま

し
た
。

　

ま
た
、
村
岡
小
学
校
の
歴
史
に

つ
い
て
も
調
べ
ま
し
た
。

　

村
岡
小
学
校
は
天
保
３
年

（
１
８
３
２
年
）
に
藩
学
と
し
て

設
置
さ
れ
た
「
明
倫
館
」
が
起
源
。

　

そ
の
後
、
明
治
５
年
の
「
日
新

小
学
校
」
を
経
て
現
在
ま
で
の
約

１
８
０
年
間
、
多
く
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
て
き
た
地
域
の
学
び
舎

で
あ
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
は

再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
学
習
の
中
で
子
ど
も
た
ち

が
教
わ
っ
た
歌
が
冒
頭
の
も
の
で

「
目
先
の
も
の
よ
り
も
も
っ
と
大

切
な
も
の
。
子
ど
も
以
上
の
も
の

は
な
く
、
子
ど
も
は
宝
」
と
い
う

意
味
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
や
小
学

校
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
、
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
と
ふ
る
さ
と
が
持

つ
教
育
へ
の
思
い
を
感
じ
取
っ
て

い
ま
し
た
。

　

高
さ
41
ｍ
、
長
さ
３
１
０
ｍ
の

余
部
鉄
橋
が
完
成
し
た
の
は
明
治

45
年
の
こ
と
。
困
難
を
極
め
た
建

設
工
事
の
様
子
と
、
来
年
度
、
架

替
工
事
が
完
了
す
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
と
そ
の
付
近
の
活
用
法
を
子

ど
も
た
ち
の
目
線
か
ら
発
表
し
ま

し
た
。

　

残
さ
れ
た
橋
脚
か
ら
の
バ
ン

ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
、
レ
ン
タ
ル
自
転

車
や
釣
具
の
設
置
な
ど
子
ど
も
た

ち
の
自
由
な
発
想
と
提
言
が
未
来

の
余
部
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
44
年
に
完
成
し
た

Ｊ
Ｒ
余
部
駅
と
久
谷
駅
の
間
に
あ

る
桃と

う

か

ん観
ト
ン
ネ
ル
。
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
の
難
工
事
に
あ
た
っ
た
朝

鮮
人
労
働
者
と
こ
れ
を
温
か
く
迎

え
た
余
部
の
人
々
と
の
交
流
を
学

び
、「
余
部
に
住
む
人
々
の
穏
や

か
で
や
さ
し
い
気
持
ち
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

気
持
ち
が
受
け
継
が
れ
、
私
た
ち

の
心
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と

が
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
余
部
の
人
々
の
優
し

さ
を
受
け
継
ぎ
、
毎
年
1
月
に
地

域
ぐ
る
み
で
行
っ
て
い
る
福
祉
交

流
会
。
子
ど
も
た
ち
が
お
年
寄
り

の
自
宅
を
訪
問
し
集
め
た
バ
ザ
ー

品
の
収
益
は
、
車
椅
子
の
購
入
や

募
金
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲発表に先立ち行われた地元に伝わる盆踊り

▲発表に先立ち演じられた

　「村岡藩山名子ども大名行列」

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
教
育
委
員
会
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身
近
に
あ
る
「
自
然
」。

　

人
々
の
知
恵
の
結
晶
「
産
業
」。

　

守
り
育
て
て
い
く
「
環
境
」。

　

こ
の
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も

と
に
学
年
ご
と
に
ふ
る
さ
と
を
学

習
し
た
小
代
中
学
校
。

　

１
年
生
が
取
り
組
ん
だ
「
自
然
」

で
は
、
身
近
に
あ
る
ヨ
モ
ギ
や
ド

ク
ダ
ミ
な
ど
の
野
草
を
ス
ケ
ッ
チ

し
、
じ
っ
く
り
と
観
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
食
べ
ら
れ
る
野
草
を
採
取

し
天
ぷ
ら
に
し
て
み
る
な
ど
、
野

草
を
通
し
、
小
代
に
あ
る
豊
か
で

素
晴
ら
し
い
自
然
、
ま
た
そ
れ
を

大
切
に
す
る
心
を
学
び
ま
し
た
。

　

２
年
生
は
昭
和
48
年
頃
か
ら
養

殖
を
始
め
た
「
ス
ッ
ポ
ン
」
や
平

成
８
年
頃
か
ら
飼
育
を
開
始
し
た

「
チ
ョ
ウ
ザ
メ
」
を
特
産
物
と
し

て
生
か
し
て
い
る
人
々
の
努
力
を

通
し
て
、
多
く
の
人
が
協
力
し
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
、
修
学
旅
行
先
の
東

京
で
環
境
関
連
の
施
設
を
見
学
し

学
ん
だ
こ
と
や
、
ふ
る
さ
と
小
代

に
あ
る
身
近
な
環
境
を
調
査
し
た

結
果
を
ま
と
め
、
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
自
ら
学
ぶ

力
を
育
て
る
だ
け
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
の
住
む
「
ふ
る
さ
と
小
代
」

に
つ
い
て
、
そ
の
恵
ま
れ
た
環
境
、

地
域
の
特
色
、
そ
こ
に
住
む
人
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
地
域
を
支

え
、
と
も
に
生
き
る
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

▲修学旅行での学習成果を発表

▲野草の天ぷら作りに
　チャレンジ

平
成
21
年
度

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

　
　
　
　
　
　

結
果
に
つ
い
て

　

４
月
21
日
に
行
わ
れ
た
「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
に

は
町
内
小
学
校
６
年
生
１
８
５

人
、
中
学
校
３
年
生
２
２
０
人

が
参
加
。

　

８
月
27
日
に
公
表
さ
れ
た
結

果
は
「
お
お
む
ね
良
好
」
で
、

総
じ
て
、
小
、
中
学
生
と
も
地

域
性
を
生
か
し
た
自
然
体
験
が

豊
か
で
あ
り
、
遵
法
精
神
が
育

ち
、
落
ち
着
い
た
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
行
事
に
は
大
変

多
く
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
て

お
り
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
成
果

が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
家
庭
生
活
に
お
け
る
学
習
・

生
活
の
ル
ー
ル
作
り
や
習
慣
付

け
を
、
家
庭
の
協
力
を
得
な
が

ら
推
進
し
、
学
力
向
上
へ
の
取

組
み
を
充
実
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
調
査
は
、

児
童
・
生
徒
の
学
力
や
学
習
状

況
を
把
握
・
分
析
し
、、
改
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
結
果
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
も
学
力
の
特
定
の
一

部
分
で
す
。

（
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

清
流
矢
田
川
の
河
口
に
位
置
す

る
香
住
高
校
は
、県
内
で
唯
一
「
水

産
、
海
洋
」
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
海
洋
科
学
科
を
持
つ
高

校
で
、
海
を
守
り
、
育
て
る
活
動

に
力
を
注
ぎ
、
こ
れ
ら
の
活
動
を

通
し
て
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
貢
献
事
業
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
ア
ユ
の
稚
魚
の
放
流

で
は
、
高
校
生
が
人
工
受
精
で
育

て
た
稚
魚
を
地
元
保
育
園
児
な
ど

と
共
同
で
矢
田
川
に
放
流
。
ま
た
、

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
前
の
海
岸
清
掃

や
ア
マ
モ
の
資
源
調
査
を
行
い
、

豊
か
な
川
づ
く
り
、
豊
か
な
海
の

森
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が

認
め
ら
れ
海
洋
立
国
推
進
功
労
者

表
彰
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
を
受

け
ま
し
た
が
、

「
今
後
も
海
を

愛
し
、
地
域
を

愛
し
、
環
境
問

題
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
決

意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
香
美
町
と
「
教
育

研
究
活
動
の
推
進
と
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
協
力
・
連
携
協
定
」
を

結
ん
だ
兵
庫
県
立
大
学
環
境
人

間
学
部
。
こ
の
協
定
に
基
づ
き

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
訪
れ
た
同

学
部
生
の
目
か
ら
見
た
ま
ち
づ
く

り
へ
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
合
同
研

修
会
や
ふ
る
さ
と
語
り
部
講
座
な

ど
に
参
加
し
た
学
生
は
「
私
た
ち

は
町
民
で
は
な
い
が
、
大
学
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
多
方
面
か
ら

香
美
町
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
る
こ
と
、

見
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。
今
後
も
大
学
と
町
が
手
を

取
り
合
い
、
地
域
の
発
展
に
つ
な

が
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
力
強

く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲海水浴シーズン前の三田浜清掃ボランティア
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１．職員の任免および職員数の状況　　　　　　　　　         

①採用と退職

職　　種 採　用 退　職

一般行政職 6人 6人

教　育　職 ― 1人

医　師　職 ― 1人

医療技術職 2人 2人

看　護　職 2人 10 人

技能労務職 2人 1人

常 勤 嘱 託 ― ―

合　　　計 12人 21 人

※採用は平成 20 年 4 月 2 日～平成 21 年 4
　月 1日。一般行政職の 6人のうち 2人は、
　美方郡広域事務組合への派遣から復帰し
　た職員です。技能労務職 2人は介護老人
　保健施設（ゆうすげ）の介護員です。
※退職は平成 20 年度中。一般行政職の 6人
　のうち 1人は、美方郡広域事務組合へ派
　遣した職員です。

②部門別職員数の状況　　　　　（各年 4月 1日現在）

部　門 区　分
職　員　数 対前年

増減数20年 21 年

一般行政部門

一般管理 126 人 124 人 △ 2人

福　　祉 62人 60 人 △ 2人

小　　計 188 人 184 人 △ 4人

特別行政部門 教　　育 48人 49 人 1人

公営企業等
会 計 部 門

病　　院 80人 75 人 △ 5人

水　　道 8人 8人 0人

下水道 8人 8人 0人

その他 17人 16 人 △ 1人

小　計 113 人 107 人 △ 6人

合　　　計 349 人 340 人 △ 9人

※地方公共団体定員管理調査による職員数で、町長、副町長
　を除いた人数です。

③定員管理の数値目標の年次別進ちょく状況（実績）
　の概要　　　　　　　　　　　 （各年 4月 1日現在）

部門別人数
17年
（A）

21 年
（B）

22 年の
数値目標
（C）

進ちょく率

一 般 行 政
部 　 門

213 人 184 人 187 人 111.5％

特 別 行 政
部 　 門

  54 人   49 人   46 人   62.5％

公営企業等
会 計 部 門

136 人 107 人 113 人 126.1％

合 　 計 403 人 340 人 346 人 110.5％

※進ちょく率は、（B－ A）／（C－ A）× 100 で求めた率です。

２．職員の給与の状況　　　　　　　　　　　　　　　 

①人件費の状況（普通会計決算 )
( 平成 20 年度 )

平成 2 0 年度末現在
住 民 基 本 台 帳 人 口 

21,407 人

歳 出 額 （ Ａ ） 12,583,463 千円

実 質 収 支 182,617 千円

人 件 費 （ Ｂ ） 2,021,173 千円

人件費率Ｂ／Ａ 16.1％

前年度の人件費率 16.7％

※人件費には、一般職給与や共済費（社会保険料）
　のほかに、特別職給与、議会議員報酬、各種委
　員や消防団員など非常勤職員に支給される報酬
　などを含みます。
　人件費（B）は、前年度と比較して 20,174 千円
　減少しています。

②職員給与費の状況（普通会計決算 )　
　　　　　　　　　　　　　( 平成 20 年度 )

職　員　数 （Ａ） 215 人

給与費

給 料 787,464 千円

職 員 手 当 119,679 千円

期末・勤勉手当 322,472 千円

計 （ Ｂ ） 1,229,615 千円

一人当たり給与費Ｂ／Ａ 5,719 千円

※職員手当には、退職手当を含みません。
※職員数は、平成 20 年 4月 1日現在の人数です。

③職員の平均年齢、平均給料月額および平均給
　与月額の状況　　　　　　　( 平成 21 年 4月 1日現在 )

一般行政職

平 均 年 齢 42.2 歳

平均給料月額 311,600 円

平均給与月額 358,100 円

技能労務職

平 均 年 齢 45.8 歳

平均給料月額 295,200 円

平均給与月額 332,600 円

教　育　職

平 均 年 齢 45.2 歳

平均給料月額 345,300 円

平均給与月額 337,700 円

※給与は、給料と諸手当（扶養手当、通勤手当など）との合
　計額です。

④ラスパイレス指数の状況　　　( 各年 4月 1日現在 )
平成 20 年度 92.0％

平成 19 年度 91.9％

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 と
　した場合の職員の給与水準を示す指数で、本町は県下で一
　番低い数値となっています。

⑤職員の初任給の状況　　　　(平成21年4月1日現在)
区　　　分 香美町 国

一般行政職
大 学 卒 172,200 円 172,200 円

高 校 卒 140,100 円 140,100 円

技能労務職
高校卒 1 級 141,900 円 ―

高校卒 2 級 146,700 円 ―

教　育　職
大 学 卒 172,200 円 ―

短 大 卒 152,800 円 ―
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⑥職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 平成 21 年 4月 1日現在 )

区　分
経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

一般行政職
大学卒 241,540 円 285,672 円 340,452 円

高校卒 207,089 円 251,318 円 289,326 円

技能労務職
高校卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

中学卒 該当者なし 該当者なし 該当者なし

教　育　職
大学卒 233,047 円 該当者なし 該当者なし

短大卒 234,881 円 262,480 円 該当者なし

※経験年数は、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している
　場合の年数です。

⑦一般行政職の級別職員数などの状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　( 平成 21 年 4月 1日現在 )

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級 主事 3人 1.5％

2 級 主事 16 人 8.3％

3 級 係長、主査 86人 44.6％

4 級 課長補佐、係長 43人 22.3％

5 級 課長、副課長、課長補佐 30人 15.5％

6 級 部長、次長、課長 15人 7.8％

合　　計 193 人 100.0％

※町の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職員の代　
　表的な職務です。

⑧職員手当の状況
(1) 期末・勤勉手当　　　　　　　　   　　( 平成 21 年 4月 1日現在 )

区　分
香美町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6月期 1.40 月 0.65 月 1.40 月 0.75 月

12 月期 1.60 月 0.65 月 1.60 月 0.75 月

計 3.00 月 1.30 月 3.00 月 1.50 月

加算措置
職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

(2) 退職手当　　　　　　　　　　　   　　( 平成 21 年 4月 1日現在 )

区　分
香美町 国

自己都合 勧奨 ･定年 自己都合 勧奨 ･定年

勤続 20年 23.50 月 30.55 月 23.50 月 30.55 月

勤続 25 年 33.50 月 41.34 月 33.50 月 41.34 月

勤続 35 年 47.50 月 59.28 月 47.50 月 59.28 月

最高限度額 59.28 月 59.28 月 59.28 月 59.28 月

加算措置
定年前早期退職特例措
置（2％～ 20％加算）

定年前早期退職特例措置
（2％～ 20％加算）

退 職 時
特別昇給

なし なし

(3) 地域手当　　　　　　　　　　　　    　( 平成 21 年 4月 1日現在 )

支給対象地域 支 給 率
支給対象
職 員 数

国の制度
（支給率）

なし 0％ 0人 0％

※本町では、平成 17 年度まで支給していた調整手当を平成 18
　年 4月 1日から廃止し、地域手当は導入していない。

(4) 特殊勤務手当（普通会計決算）　　　　       　( 平成 20 年度 )

区　　　分 全職種

支給実績 904,000 円

支給職員一人当たり平均支給年額 23,524 円

職員全体に占める手当支給職員の数（割合） 21 人（9.7％）

手当の種類

危険作業手当

死体処理従事手当

廃棄物処理業務手当

(5) 時間外勤務手当（普通会計決算）　　          　( 平成 20 年度 )

区　　　分 全職種

支給実績 26,386,000 円

支給職員一人当たり平均支給年額 173,592 円

(6) そのほかの手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 平成 21 年 4月 1日現在 )

手　当　名 内容および支給単価
国の制度との比較

違いの有無 相違点

扶養手当

扶養親族のある職員に対して支給
①配偶者：月額 13,000 円
②配偶者以外月額 6,000 円
　※ただし、扶養親族でない配偶者がある場合は、1人目は月額 6,500 円、配
　　偶者がない場合は、1人目は月額 11,000 円　
※特定期間（16歳～ 22 歳）の子は、5,000 円を加算

一部異なる
配偶者以外は 1人につ
き月額 6,500 円

住居手当

①自ら居住するための住宅を借り受け、家賃を支払っている職員に対して支給
　支給限度額：月額 27,000 円
②自宅居住者で世帯主である職員に対して支給
　月額 2,500 円

一部異なる
②は新築または購入し
てから 5年間に限定

通勤手当

通勤のため交通機関、交通用具（自動車など）を使用している職員（通勤距離
が 2㎞未満である職員を除く）に支給
①交通機関などを利用
・運賃など相当額（鉄道など利用者は 6ヵ月定期券の額）
・支給限度額：月額 55,000 円
②交通用具利用
・通勤距離に応じて月額 2,000 円～ 26,700 円

一部異なる
交通用具利用の場合、
国は月額 24,500 円以
内、2㎞未満は無支給

⑨特別職の報酬などの状況           　　　　　　　　　　　　　　　　( 平成 21 年 4月 1日現在 )

職　名 報酬などの別 月　　額 報酬などの別 支給割合

町　長
給　料

556,200 円（818,000 円）

期末手当

6 月期　2.00 月

12月期　2.20 月

合 　計　4.20 月

副町長 500,300 円（654,000 円）

議　長

報　酬

288,900 円（321,000 円）

副議長 213,300 円（237,000 円）

議　員 192,600 円（214,000 円）

※給料および報酬の（　）内は
　平成 17 年度の金額（減額措
　置前）です。

※平成 18 年 4 月 1 日から町長
　20％、副町長 15％、議会議員
　10％を減額し、さらに平成 19
　年 4 月 1 日からは平成 17 年
　度の金額（減額措置前）に比べ、
　町長 32％、副町長 23.5％、教
　育長 19％の給料減額を行って
　います。議会議員は引き続き
　10％減額しています。
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３．職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況　　　　　　　　 
①勤務時間の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 平成 21 年 4月 1日現在 )

勤 務 時 間
休 憩 時 間 週　休　日

1週間の正規の
勤務時間開 始 時 刻 終 了 時 刻

午前 8時 30 分 午後 5時 15 分 休憩：正午～午後 1時 土曜日、日曜日 38時間 45 分

４．職員の分限および懲戒処分の状況　　　　　　　　 　　　    

５．職員の服務の状況　　　　　　　　 　　　　　　　　   　    

②年次有給休暇の取得状況
　　　　  　　　( 平成 20 年 1月 1日～平成 20 年 12 月 31 日 )

概　　　　要 平均取得日数

1年につき 20日付与
※翌年に繰り越し可能（最大 20日）

9.8 日

※年間を通して在職した一般職の平均です。

③育児休業の取得状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成20年度)

平成 20 年度中に新たに育児休業を取得した職員 6人

平成 19 年度から引き続き育児休業を取得している職員 7人

※育児休業とは、職員が 3歳に満たない子を養育するために休業   
　することができる制度です。育児休業期間中は、給与は支給さ
　れません。

①分限処分の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　( 平成 20 年度 )

処分件数
内　　　訳

降　任 免　職 休　職 降　給

1件 0件 0件 1件 0件

※分限処分とは、勤務成績が良くない場合、心身故障のため
　に職務遂行に支障がある場合や長期休養を要する場合など
　に、公務能率の維持およびその適正な運営の確保を目的と
　して、降任、免職、休職、降給させる不利益処分のことを
　いいます。

②懲戒処分の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成20年度)

処分件数
内　　　訳

戒　告 減　給 停　職 免　職

0件 0件 0件 0件 0件

※懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、職務上
　の義務に違反し、または職務を怠った場合、全体の奉仕者たる
　にふさわしくない非行のあった場合に、戒告、減給、停職、免
　職となる不利益処分のことをいいます。

①職務専念義務の免除
　職員は、地方公務員法により、職務に専念する義務がありますが、法律または条例に特別の定めがある場合に、
限定的に当該義務を免除されることがあります。条例で職務専念義務を免除できる場合としては、休暇のほか、
「香美町職員の職務に専念する義務の特例に関する条例」で規定しており、下記の場合などがあります。
・職員の資質および職務遂行能力の向上を図るための研修を受ける場合
・職務の遂行に関連のある資格の試験を受験または更新する場合
・職務執行に関し密接な関連のある国、県またはほかの地方公共団体もしくは公共的団体の職務に従事する場合
・消防団員または水防団員としての業務に従事する場合
・定期健康診断または町長が認める健康診断を受ける場合

②営利企業などの従事制限に関する許可
　職員は、地方公務員法により、営利企業などへの従事が制限されています。ただし、任命権者の許可を受けて
営利企業などに従事することが認められています。第3セクターの役員に就任する場合などがこれにあたります。
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事業概要
事業主体：香美町

事業期間：平成元～ 20年度

道路延長：5,513.3 ｍ

道路幅員：4.0 ｍ

事業総額：7億 4,560 万円

▲作山区側の林道入口

▲開通を記念して行われたテープカット
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６．職員の研修および勤務成績の評定の状況　　　　　　　　　    
①研修の状況

( 平成 20 年度 )

主　　催　　者 研 修 名 お よ び 受 講 者 数

兵庫県自治研修所 監督職研修 2人、職員第 2部研修 4人、市町管理職研修 1人

但馬広域行政事務組合
中堅職員研修 7人、プレゼンテーション研修 3人、管理監督職員研修 3人、地方自治研修 6人、
法制執務研修5人、民法研修7人、女性リーダー養成研修2人、人権教育・啓発研修（管理監督職員）
5人、人権教育・啓発研修（中堅職員）4人

兵庫県町村会 係長役割認識研修会 1人

兵庫県自治協会 パソコン研修 4人、実務担当者研修 3人

兵庫県 地域別管理職研修 2人

ふれあい旅行実行委員会 第 20回ふれあい旅行福祉ボランティア研修 3 人

香美町 香美町職員交通安全講習会 212 人、福祉施設等派遣研修 13 人

②勤務成績の評定の状況
　職員の政策形成能力、業務執行・管理能力などの向上を図るため、全職員を対象に人事評価制度（勤務成績
の評定）を実施しました。

７．職員の福祉および利益の保護の状況　　　　　　　　   　　    

①福利厚生の状況
( 平成 20 年度 )

区　　　分 内 容

健康管理 定期健康診断、人間ドック、脳ドック、子宮がん検診を実施

共済制度
職員は、社会保険制度の一環として、兵庫県市町村職員共済組合または公立学校共済組合に加入し、医療、年金
などの給付を受けています。

互助制度
職員は、福利厚生の一環として、（財）兵庫県町村職員互助会または兵庫県学校厚生会に加入し、各種給付など
を受けています。

８．職員の競争試験および選考の状況　　　　   　　　　 　　    

９．公平委員会の報告事項　　　　    　　　　   　　　　 　　    

②公務災害などの認定状況
( 平成 20 年度 )

項　　　目 件　数

公務災害発生件数 13件

通勤災害発生件数   0 件

※職員は、公務上または通勤時に発生した災害
　によって身体的損害を受けた場合、補償を受
　けることができます。

                                                      　　　　     ( 平成 20 年度 )

区　　分 実 施 状 況

競争試験 4人

選　　考 6人

(平成 20 年度 )

区　　　分 実 施 状 況

勤務条件に関する措置の要求状況 0件

不利益処分に関する不服申し立ての状況 0件

※公平委員会は、地方自治法および地方公務員法に定められた、職
　員の勤務条件に関する措置の要求や職員に対する不利益処分を審
　査し、必要な措置を行う行政委員会です。香美町では、地方公務
　員法の規定に基づき、但馬の市町で共同設置した“但馬公平委員
　会”で、事務処理が行われています。

※職員の採用方法は、試験による採用と選考に
　よる採用の 2種類があります。選考による採
　用は、免許や資格などを必要とする職などに
　限られています。
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用

地
以
外
の
宅
地
の
約
６
分
の
１
と
な
り
ま

す
。（
２
０
０
㎡
を
超
え
る
場
合
は
住
宅

１
戸
あ
た
り
２
０
０
㎡
ま
で
の
部
分
）

・
そ
の
他
の
住
宅
用
地

　

小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅
用
地
を

「
そ
の
他
の
住
宅
用
地
」
と
い
い
、税
額
は
、

住
宅
用
地
以
外
の
宅
地
の
約
３
分
の
１
と

な
り
ま
す
。

【
例
】
１
０
０
０
㎡
の
住
宅
用
地
に
住
宅

　
　

が
3
戸
建
っ
て
い
れ
ば
、
６
０
０
㎡

　
　

（
２
０
０
㎡
×
3
戸
）
が
「
小
規
模

　
　

住
宅
用
地
」
で
、
残
り
の
４
０
０
㎡

　
　

が
「
そ
の
他
の
住
宅
用
地
」
と
な
り

　
　

ま
す
。

●
土
地
の
異
動

　

土
地
は
、
そ
の
利
用
状
況
に
よ
り
税
額

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
農
地
、
山
林
、
宅

地
な
ど
の
利
用
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
宅
地
の
う
ち
住
宅
用
地
は
税
を

軽
減
す
る
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

「
住
宅
用
と
し
て
の
利
用
状
況
を
変
更
し

た
」、「
住
宅
用
地
か
ら
住
宅
用
地
以
外
に

変
更
し
た
」、「
住
宅
用
地
以
外
か
ら
住
宅

用
地
に
変
更
し
た
」
な
ど
の
場
合
に
は
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

車
検
を
受
け
る
と
き
必
要
な
「
軽
自
動

車
税
納
税
証
明
」
は
金
融
機
関
な
ど
で
納

付
書
を
利
用
し
て
軽
自
動
車
税
を
納
付
し

た
場
合
、
そ
の
右
端
部
分
が
証
明
書
と
な

り
ま
す
。

　

紛
失
や
口
座
振
替
で
の
納
付
で
改
め
て

納
税
証
明
が
必
要
な
場
合
は
、
役
場
窓
口

で
無
料
で
請
求
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
郵
送
で
も
請
求
で
き
ま
す
の
で
、

必
要
な
人
は
、
任
意
の
用
紙
に
次
の
事
項

を
記
入
の
う
え
、
切
手
を
は
り
宛
先
を
書

い
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
役
場
総
務

部
税
務
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
記
入
事
項

　

①
必
要
な
証
明
書
の
種
類
（
車
検
用
納

　
　

税
証
明
書
）

　

②
車
両
の
標
識
番
号

　

③
所
有
者
の
住
所
・
氏
名

　

④
証
明
を
受
け
る
者
の
住
所
、
氏
名
お   

　
　

よ
び
押お

う

い

ん印

　

⑤
証
明
を
受
け
る
者
の
連
絡
先
（
電
話

　
　

番
号
）

 
役
場
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
税
務
課

　

各
地
域
局
地
域
振
興
課

「
償
却
資
産
」
と
は
…

　

漁
業
、
農
業
、
民
宿
・
旅
館
業
、
商
工

業
な
ど
の
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
船

舶
、
機
械
、
器
具
・
備
品
な
ど
（
所
得
税
・

法
人
税
の
申
告
の
際
に
減
価
償
却
費
と
し

て
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
、
自
動
車
・

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
も
の
や

少
額
の
一
括
償
却
資
産
は
除
き
ま
す
）

固
定
資
産
の
利
用
状
況
が
変
わ
れ
ば
１
月
29
日
ま
で
に
必
ず
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

!!

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
に
つ
い
て

●
家
屋
の
異
動

　

家
屋
を
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
た
場

合
に
は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
宅
を
改
修
し
た
場
合
に
は
、

次
の
減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

・
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
減
額

　
　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在

　
　

す
る
住
宅
を
現
行
建
築
基
準
法
の
耐

　
　

震
基
準
に
適
合
し
た
住
宅
に
改
修
し

　
　

た
場
合

　

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う
減
額

　
　

高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
が
居
住
す

　
　

る
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存

　
　

在
す
る
住
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　
　

し
た
場
合

　

・
省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
減
額

　
　

平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
存
在

　
　

す
る
住
宅
を
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
し

　
　

た
場
合

●
償
却
資
産
の
異
動

　

償
却
資
産
は
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
事
業
を
行
っ
て
い
る

人
で
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
場
合
は
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
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兎
塚
地
区
公
民
館
・
射
添
地
区
公
民
館

　
「
住
民
票
の
写
し
」
な
ど
の
交
付
申
請
の
取
次
ぎ
を
始
め
ま
し
た

　

12
月
１
日
か
ら
兎
塚
地
区
公
民
館
、
射

添
地
区
公
民
館
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

交
付
申
請
の
取
次
ぎ
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

申
請
さ
れ
た
証
明
書
は
、
後
日
、
役
場

か
ら
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

取
次
ぎ
す
る
証
明
書
の
種
類
や
申
請
方

法
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

●
取
次
ぎ
す
る
証
明
書
の
種
類

　

①
住
民
票
の
写
し
（
記
載
事
項
証
明
書
）

　

②
印
鑑
登
録
証
明
書

　

③
戸
籍
謄と

う
し
ょ
う
ほ
ん

抄
本
（
全
部
・
個
人
事
項
証
明
書
）

　
　

※
除
籍
・
原
戸
籍
を
除
く

●
問
い
合
わ
せ
先

　

村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

兎
塚
地
区
公
民
館

　
　

℡
０
７
９
６
・
96
・
０
０
０
１

　

射
添
地
区
公
民
館

　
　

℡
０
７
９
６
・
95
・
０
８
０
０

●
申
請
で
き
る
人

　

・
①
お
よ
び
②
は
、
本
人
ま
た
は
本
人

　
　

と
同
一
世
帯
の
人

　

・
③
は
、
本
人
と
そ
の
配
偶
者
お
よ
び

　
　

同
一
戸
籍
内
の
人

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

・
手
数
料
と
郵
送
料
（
切
手
可
）、
認
印

　

・
申
請
者
の
顔
写
真
付
き
公
的
身
分
証
明
書

　
　

（
住
基
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
　

※
健
康
保
険
証
、
各
種
受
給
者
証
、　

　
　
　

介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金
手

　
　
　

帳
（
証
書
）、
学
生
証
な
ど
の
場
合

　
　
　

は
、
２
種
類
お
持
ち
く
だ
さ
い
。。

●
受
付
日
時

　

火
、
木
、
金
曜
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で

　

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

　

※
公
民
館
開
館
日
で
あ
っ
て
も
職
員
が

　
　

不
在
の
場
合
は
、
受
け
付
け
す
る
こ

　
　

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

住民基本台帳閲覧者の一覧を公表します住民基本台帳閲覧者の一覧を公表します
●公表内容●公表内容

　平成 20 年 11 月 1 日～平成 21 年 10 月 31 日の間

に閲覧した者の氏名（代表者）、利用目的、閲覧年月日、

閲覧対象の住民の範囲

●掲示期間●掲示期間

12 月 14 日（月）～平成 22 年 1月 8日（金）

●公表の場所・問い合わせ先●公表の場所・問い合わせ先　

役場健康福祉部町民課

各地域局健康福祉課

※1　基礎疾患を持つ人で医師から 2回接種が必要と判断された場合は 2回接種となります。
※ 2　中学校 1年生であっても 13 歳未満の場合は 2回接種となります。

3月～2月1月12月11月接種回数

１回
（※ 1）

２回

１回

２回

１回
（※ 2）

優先接種対象者

・基礎疾患を持つ人

・妊婦

・小児（1歳～小学校3年生）

・1歳未満児の保護者

・小学校 4年生～ 6年生

・中学生～高校生

・65 歳以上の高齢者

　12月 4日～（12 月上旬～）　

　12月下旬～（1月上旬～）　

　12月下旬～（1月以降～）　

　1月以降～

　11 月 16 日～

接種回数と接種スケジュール接種回数と接種スケジュール（太字は変更後、カッコ内は変更前の接種開始予定時期）（太字は変更後、カッコ内は変更前の接種開始予定時期）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

〜 

ワ
ク
チ
ン
接
種
時
期
と
回
数

　
　

夜
間
、
休
日
な
ど
の
受
診
に
つ
い
て 

〜

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
期
と
回
数　

　

基
礎
疾
患
を
持
つ
人
や
妊
婦
へ
の
接

種
が
始
ま
っ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
（
以
下
「
ワ
ク
チ
ン
」）。

　

前
月
号
で
お
伝
え
し
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
期
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量

が
増
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
接
種
開
始

予
定
時
期
が
早
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
初
は
２
回
接
種
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
一
部
を
除
い
て
１
回
接
種
で
よ

い
と
さ
れ
ま
し
た
。
下
表
に
そ
の
詳
細

を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
夜
間
、
休
日
な
ど
の
受
診

　

公
立
香
住
病
院
は
午
後
９
時
ま
で
、

公
立
村
岡
病
院
は
午
後
８
時
ま
で
祝
日
、

休
日
も
含
め
て
外
来
受
診
で
き
ま
す
。

受
診
前
に
は
、
必
ず
事
前
に
電
話
し
て
、

受
診
す
る
際
の
感
染
防
止
策
な
ど
に
つ

い
て
指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
本
号

け
い
じ
ば
ん
に
年
末
・
年
始
の
診
療
体

制
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

　

な
お
、
こ
の
時
間
以
降
の
受
診
に
つ
い

て
は
、
公
立
豊
岡
病
院
（
℡
０
７
９
６
・

22
・
６
１
１
１
）
や
公
立
八
鹿
病
院

（
℡
０
７
９
・
6
6
2
・
５
５
５
５
）
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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●
問
い
合
わ
せ
（
申
請
）
先

　

役
場
産
業
部
農
林
建
設
課　

各
地
域
局
農
林
建
設
課

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
状

況
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
て
い
ま
す
。

　

選
挙
権
は
あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
と
、
委
員
選
挙
の
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
該
当
さ
れ
る
人
は
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
保
育
所
（
園
）
で
は
、
５
歳
児
ま
で
（
小
学
校
に
入

る
ま
で
）
の
お
子
さ
ん
を
保
育
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
時
間
は
通
常
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で

す
が
、
早
朝
や
夕
方
の
延
長
保
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
業
や
介
護
な
ど
ご
家
庭
で
お
子
さ
ん
を
保
育
で
き
な

い
場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平成21年度保育料（参考）

各月初日の階層区分 徴収金基準額（月額：円）

階層 定　　義 ３歳未満児 ３歳以上児

第
１

生活保護法による被保護世帯 0 0

第
２

第 1･4･5･6･7
階層を除き、
前年度分の所
得の市町村民
税額の区分

市町村民税
非課税世帯

7,200 4,800

第
３

市町村民税
課税世帯

16,500 14,000

第
４
第 1階層を除
き、前年分の
所得税額の区
分（住宅取得
等特別控除は
反映せず定率
減税後の額）
　

  40,000 円未満 22,500 20,200

第
５

  40,000 円以上
103,000 円未満

28,900 26,900

第
６

103,000 円以上
413,000 円未満

33,500 31,900

第
７

413,000 円以上 36,000 34,600

 
平
成
22
年
度 

保
育
所
（
園
）
園
児
を
募
集
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

●
募
集
人
数
（
定
員
）

　

各
保
育
所
（
園
）
の
募
集
人
数
（
定
員
）
は
左
表
の
と

お
り
で
す
（
電
話
番
号
の
市
外
局
番
は
０
７
９
６
）。

●
申
し
込
み
方
法

　

入
所
申
込
書
な
ど
（
役
場
、
各
地
域
局
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課
ま
た

は
各
地
域
局
健
康
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
限

　

12
月
25
日
（
金
）

　

※
期
限
後
も
申
し
込
み
は
可
能
で
す
が
、
入
所
決
定
が

　
　

遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
4
月

　
　

以
降
も
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

各保育所（園）の募集人数

施設名 定員数 電話番号

柴山保育所 45 人 37・0352

みなと保育園 90 人 36・1053

青葉保育園 90 人 36・3135

福岡保育所 30 人 96・0240

宝樹保育園 45 人 98・1234

どんぐり保育園 30 人 95・0044

小北へき地保育所 35 人 97・2010

忠宮へき地保育所 40 人 97・2039

秋岡へき地保育所 35 人 97・2117

※各へき地保育所は、小代区内に住所をお持ちの

　3歳以上５歳児までのお子さんを対象とします。

●
保
育
料
（
参
考
）

　

へ
き
地
保
育
所
を
除
く
各
保
育
所
（
園
）
の
平
成
21
年

度
の
保
育
料
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

 

香
美
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　

登
録
申
請
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
条
件

　

平
成
２
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
、
平
成
22
年
１
月

１
日
現
在
、
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人 

　

①
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人

　

②
①
の
人
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年

　
　

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

　

③
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
農
業
生
産
法
人

　
　

の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね

　
　

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

●
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
書
の
提
出

　

申
請
書
は
、
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
で
、
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
区
長
（
自
治
会
長
）
さ
ん
を
通
じ

て
配
布
し
ま
す
の
で
、指
定
の
日
ま
で
に
区
長
（
自
治
会
長
）

さ
ん
へ
封
筒
に
入
れ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
人
は
、
役
場
産
業
部
農
林
水
産
課
ま
た
は

各
地
域
局
農
林
建
設
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
で
１
月
８

日
（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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〈
切
り
取
り
線
〉

  香住区大野は長井地区の中央に位置する

世帯数 33 戸、地区住民 109 人の集落。

　町内でも少子高齢化の進む当地区は除

雪機の老朽化などにより冬季生活道路の

確保が困難な状況にありました。

　今年度、宝くじの普

及を目的とした ( 財 )

自治総合センターのコ

ミュニティ助成事業を

利用し小型除雪機を購

入。円滑な除雪作業が

期待されます。

　より多くの町民の皆さんのご意見をお聞か

せいただくため、『町長へのご意見箱』行きの

ハガキをご用意しました。

　町政に対するご意見やご提案は、左のハガ

キにご記入いただき、点線に沿って切り離し、

切手を貼らずに最寄りの郵便ポストへ投函し

てください。

　また、『町長へのご意見箱』は、ホームペー

ジ、ファックス、封書などでも受け付けてお

りますので、是非みなさまのご意見をお寄せ

下さい。

・ホームページ

　http://wwww.town.mikata-kami.lg.jp/

・ファックス

　０７９６・３６・３８０９

　

　なお、ご提案などの

内容を匿名で広報誌や

町のホームページなど

に掲載することがあり

ます。

「町長へのご意見箱」行きハガキのご利用について「町長へのご意見箱」行きハガキのご利用について

  皆さんの声を町長へ皆さんの声を町長へ!!!!

●問い合わせ先
　役場総務部企画課

①路上駐車は絶対しないでください。

②作業中の除雪車は大変危険ですので、近寄らないように

　してください。

③道路脇の植木鉢や有害鳥獣対策の電気柵などはあらかじ

　め片付けておいてください。

④道路への雪出しはしないでください。

⑤道路の効率的な除雪作業を行うため、作業後に残る玄関

　前の雪については各自で除雪してください。

除雪作業にご協力を！

●問い合わせ先　

　新温泉土木事務所℡0796・82・3141

　役場建設部建設課、各地域局農林建設課

　※問い合わせは、各区長（自治会長）さんを通じて

　　お願いします。

　これから本格的な積雪シーズンと

なります。生活道路の確保のため、

指定した道路に 15㎝以上の積雪が

ある場合、除雪車などによる除雪作

業を行いますので、次のことにご協

力ください。

香住区大野

宝くじ助成事業で除雪機を購入
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 おめでとうございます
 町内から表彰受賞者がありました（順不同）

〈
切
り
取
り
線
〉

　昭和 43 年 5月に旧村岡

町消防団に入団して以来、

37 年間にわたり地域の消

防活動に貢献してこられ

ました。

　その間、平成 5 年から

12 年間は旧村岡町消防団

副団長を、平成 17 年 4月

から香美町消防団副団長

を歴任されました。

　消防団員のころは万一の有事に備えて私的な

旅行を控え、また、サイレンを聞き逃さないよ

うに夜 11 時までは寝ないなど、使命感を持っ

て消防活動に取り組んでおられた田村さん。

　消防団を退団し、重責から解放された今「あ

らためて消防が好きでした」と語られました。

　また、後輩に対して「地域の役に立つ消防団

であって欲しい。そのためにも消防活動を好き

になってもらいたい」とエールを送られました。

 消防団を通算 37 年間

 瑞宝単光章 田村武夫さん（村岡区村岡）

地域や観光の振興、雇用拡大に貢献

ふるさと企業大賞（総務大臣賞）受賞　
　酒造会社香住鶴（福本芳

よ し お

夫社長、香住区小原）
　（財）地域総合整備財団の「ふるさと融資制度」

を活用し地域の振興、地域経済の活性化に取り組

んでいる事業者に贈られるもので、受賞した酒造

会社香住鶴は、年間６万人が訪れる観光スポット

として地域産業を発展させ雇用を拡大しているこ

とが評価されました。

 平成 21 年度 秋の叙勲

●国民健康保険功績者厚生労働大臣表彰

　　上田通
み ち あ き

明さん（小代区佐坊）

●兵庫県知事表彰

　【民生委員・児童委員功労】

　　中村美津代さん（村岡区市原）

　　岡田　肇さん（小代区水間）

　　山﨑つるみさん（香住区余部）

　　田中壽
と し こ

子さん（村岡区相田）

　　田中重喜さん（村岡区村岡）

　【障害者福祉事業功労】

　　田中哲雄さん（香美町手をつなぐ育成会、村岡区村岡）

　　森　利秋さん（同上、香住区一日市）

　　田野哲夫さん（同上、小代区新屋）

●兵庫県知事感謝状

　【統計調査】

　　加藤　仁
ひとし

さん（香住区上計）

　　柳本美代子さん（香住区上計）

●兵庫県自治賞

　【自治功労】

　　大林　元
げ ん

さん（村岡区大野）

　　北脇勇治さん（香住区八原）

　【女性・消費生活功労】

　　瓜
う り が な る

ヶ平美津子さん（小代区大谷）

　【福祉功労】

　　井端てるゑさん（小代区東垣）

●兵庫県技能顕功賞

　　井上利夫さん（ハム、ソーセージ製造、村岡区福岡）

　　山本弘
こ う き

毅さん（杜氏、村岡区口大谷）

　　井上源
げ ん じ

司さん（杜氏、小代区城山）
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こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（10/28 ～ 11/25）の届出分の内、承
諾　を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）　

※このコーナーは、先月（10/28 ～ 11/25）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。
 （届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

－編集後記－
　子どもたちがまっすぐな
眼差しで学習発表した香美
町ふるさと教育交流会。　
地域の歴史、伝統、産業、
そこに住む人々の営み。子
どもたちの考えるふるさと
は、それらの上に築かれる
未来の姿のような気がしま
す。さて、皆さんにとって、
自分たちの住むふるさとと
は？ゆっくり考えてみませ
んか。（みうら）

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た

　

９
月
25
日
、
香
住
区
鎧
で
発
生
し
た
急

病
事
故
に
お
け
る
人
命
救
助
へ
の
協
力
（
道

案
内
、
漁
船
提
供
な
ど
）
に
対
し
て
、
嵯

峨
弘
己
さ
ん
（
香
住
区
鎧
）、
上
根
嘉
明

（
同
）、
余
部
漁
業
生
産
組
合
（
中
村
之ゆ

き

の

ぶ信

組
合
長
）
に
長
瀬
町
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。（
順
不
同
）

▲左から嵯峨弘己さん、上根嘉明さん、余部漁業

　生産組合長 中村之信さん

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town News
　誰もが懐かしさと素朴さを感じる「日本の原風景」。
型染の技法を使いこれらを表現している朝来市和田山町
出身の田中清さんの作品展が行われました。
　これは、余部鉄橋の架け替えや余部道路の建設などで
変わり行く余部の良さをいま一度思い返してもらおう
と、明日の余部を創る会（山本美津男会長）が企画。
　木版画とは違い、幾重にも重ねた和紙で作った型で紙
を染め上げていく型染版画は、切り絵のようなシャープ
な線と染めのやわらかい色彩を持つ作風が特徴で、展示
された作品には、余部鉄橋や但馬牛、棚田をモチーフに
したものもありました。
　鳥取県北栄町から訪れた岡田みどりさんは「構図や線
の細さにびっくりしました。どの作品も大変すばらしい
ものです」と深く感動していました。

▲作品を食い入るように見る来場者

★★★
田中清型染版画展
　（11 月 3日～ 6日、香住区浜「余部地区公民館」）

白と黒、光と影のコントラストで日本の原風景を描く

　小代区の特産品を集めた同祭り。
　会場内には小代を代表する特産物のスッポン、チョウ
ザメを使った料理やとちもちなどを販売するテントが軒
を連ね、訪れた多くの人が特産品を買い求めていました。
　チョウザメと聞くと、サメのような姿と世界３大珍味
の一つ「キャビア」を思い浮かべますが、その身は淡

たん ぱ く

泊
で刺身や唐揚げなどさまざまな料理法で楽しめる魚。
　この日は無料でチョウザメの唐揚げが振る舞われ、そ
の味を楽しもうと多くの人で長蛇の列ができていまし
た。また、会場は同日行われた「但馬牛ゆったりウオーク」
のゴール地点となっており、次々にゴールする参加者が、
疲れた体を休めながら、小代の味に舌

したつづみ

鼓を打っていまし
た。

★★★
第 11 回小代特産味まつり
（11 月 8日、小代区大谷 ふれあい温泉「おじろん」駐車場の特設会場）

チョウザメの唐揚げ、ご賞味あれ！

　ふるさと小代の魅力発見と豊かな自然を生かした交流

を図ろうと小代区の青壮年でつくる同実行委員会が主催
した同ウオーク。
　但馬牛の放牧場や名勝 吉滝、おじろスキー場、古代
体験の森など小代区の名所を巡る 7～ 23㎞の 3 コース
が用意され、町内をはじめ京阪神などから 2日間で延べ
239 人が参加し、美しく色付いた紅葉や清流・矢田川の
景色を楽しみながら、ゆったりとウオーキングしました。
　このウオーキングでは、生活習慣病やダイエットなど
に効果が認められている、2本のポールを持って歩く「ノ
ルディック ･ウオーキング」を取り入れ、参加者はアッ
プダウンのあるコースを歩きながらその効果を体感する
など、健康づくりと参加者同士の交流を深めていました。

★★★
第 1回但馬牛ゆったりウォーク
　（11 月 7～ 8日、小代区大谷 ふれあい温泉「おじろん」周辺）

世界の名牛「但
た じ ま う し

馬牛」を生んだふるさとを歩こう

▲チョウザメの唐揚げに長蛇の列

▲元気よく「おじろん」を出発！
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　親子連れなど多くの人が矢田川の紅葉と秋の味覚を満

喫した同祭り。1組 5匹のモクズガニを 3レース走らせ

1位を当てる「カニさんレース」では、口から泡を吹く

だけで思うように走らなかったり、白熱した接戦が繰り

広げられたりするたびに、コースを見守る来場者から大

きな歓声が起きていました。

　遊びに来ていた仕名野弘
こ う た

太くん、由
よ し と

斗くんの双子の兄

弟（６歳、村岡区味取）は、「カニさんレースが楽しみで、

このイベントに来ました。レースに出たカニさん、お疲

れ様でした」と楽しそうに語ってくれました。

　また、無料で振る舞われたモクズガニ入り具だくさん

スープは、村岡の特産物の一つ「矢田川みそ」を使った

もので、肌寒い天候のなか会場を訪れた人に大好評でし

た。

★★★
第 7回秋の矢田川紅

こ う よ う

葉祭り
　（11 月 21 日、村岡区長瀬「道の駅 あゆの里矢田川」）

あゆの里はモクズガニで大盛況

　今年度 6回目となる今回は、約 40 人が参加。

　市
いつきじまばし

杵橋をスタートし、岡見公園を時計回りに一周する

約 3ｋｍのコースの途中には、漁港整備など漁業の発展

に尽力した長 煕
ひろし

、耕作の父子の功績をたたえ建立された

碑文や 9体の石仏（明治 44 年に四国八十八箇所巡礼が

香住区内でもできるよう区内各所に安置された 88 体の

石仏の一部）があり、参加者は地元案内人の説明を受け

ながら歴史を体感していました。

　三
さ ん ば そ う

番叟や重さ１トン近くある神
み こ し

輿など、一日市地区の

伝統に触れた後、日本海を一望できる高さ 30 ｍ以上の

展望台では、日本海の荒波によってできた「波の華
はな

」が

空高く舞うことがあり、参加者は大きな歓声をあげなが

ら自然の造形に見入っていました。

★★★
ふるさと語り部講座
　（11 月 15 日、香住区一日市「岡見公園」周辺）

港町の風景　～ 香住区一日市を訪ねて ～

★★★
収穫祭
　（11 月 23 日、村岡区福岡「道の駅 ハチ北」）

実りの秋に、感謝、感謝！

▲一日市地区の神輿について説明を受ける参加者

▲「疾走」するモクズガニに来場者から大きな声援が！

　秋の収穫に感謝し毎年行われている同祭り。

　会場では、主催者の福岡振興会（井上喜
よし き み

侯会長、26 人）

による恒例の「よもぎもち」の実演販売が行われ、会場

内に響き渡るもちつきのテンポのよい音に、訪れた人は

立ち止り楽しそうに見守っていました。

　来場者のひとりは、「最近は家で餅つきをしなくなっ

たので、本当に懐かしい光景です。祭りを楽しんで帰り

ます」と語ってくれました。

　そのほか輪投げ、パターゴルフなどの子ども遊びコー

ナーや地元新鮮野菜の販売なども行われ、3連休の最後

を多くの人が楽しんでいました。

▲福岡振興会によるもちつきの実演



役場本庁舎　36・1111

　　　　　　( 代表 )

　総 務 課　36・1111

　企 画 課　36・1962

　税 務 課　36・1113

　会 計 課　36・4321

　町 民 課　36・1110

　健 康 課　36・1114

　福 祉 課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建 設 課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321

　　　　　　( 代表 )　

小代地域局　97・3111

　　　　　　( 代表 )　

教育委員会　94・0101

　香住分室　36・3764

　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住地域福祉センター

　　　　　　　　　36・4345

香住老人福祉センター

　　　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　　　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　
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16この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙を使用しています。

まちのうごき
（平成 21年 11 月 1日現在）

合　計　21,374 人（－  31）

　男　　10,166 人（－  16）

　女　　11,208 人（－  15）

世帯数  6,923 世帯（－  12）
カッコ内は前月比

▲昭和 33 年頃の余部小学校とその周辺

▲現在の余部小学校とその周辺

　上の写真は、余部小学校と
その周辺の昔の姿です。
　校舎は木造で、国道 178 号
はその姿がありません。
　現在の校舎は、昭和 42 年に
鉄筋コンクリート 3 階建てに
建て替えられました。
　香美町の海岸部を東西に貫
く国道 178 号は昭和 40 年代初
頭より余部付近の建設工事が
進められ、昭和 45 年、桃観ト
ンネルの完成により新温泉町
（旧浜坂町）と結ばれました。

昔
ふるさとの魅力を訪ねてふるさとの魅力を訪ねて今物語

時とともに変わりゆくもの
　　　　時を経て、 なお、 変わらないもの
　　　　　　　歴史をつなぐ一枚がそこにある…

その五 

　平成22年 2月 1日を調査

基準日として、1月中旬から

農林業関係者を対象に調査票

を配布しますのでご協力をお

願いします。

農林業センサスにご協力をお願いします農林業センサスにご協力をお願いします

●問い合わせ先　役場産業部農林水産課

「農林業センサス」とは・・・
　農林業・農山村の現状と変化を的確
にとらえ、きめ細かな農林行政を推進
するために、5年ごとに農林業を営ん
でいる世帯や法人を対象に行う統計調
査です。 ▲農林業センサスマスコット

　キャラクター「つっちーくん」


